
■実施時期：2024年11月15日（金）～11月25日（月） ■調査手法：アンケート調査（インターネット・FAXで回収）

■調査対象：国内の酪農家236人 ■調査主体：一般社団法人中央酪農会議

一般社団法人中央酪農会議（所在地：東京都千代田区）は、指定団体で受託している酪農家の戸数を集計した

結果、2024年10月に初めて1万戸を割り9,960戸となりました。日本の酪農は生産基盤の危機を迎えています。

酪農業を営んでいる全国の酪農家236人を対象に、経営状況に関する緊急調査を行った結果、酪農家の6割が赤字で、

8割が経営環境の悪さを感じていました。また、生産コストの上昇や収入の減少に直面し、酪農家の半数が離農を検討して

います。一方、月1回以上牛乳等を購入している生活者の98％は、国産の新鮮な牛乳を飲める環境を維持したいと回答

しています。

世界的な乳製品の需給のひっ迫が懸念される中、酪農家の減少が続けば、国産の牛乳・乳製品が入手しにくくなる可

能性が懸念されます。北海道大学大学院農学研究院の小林国之准教授は、「持続的な酪農経営のためには、経営構

造のシフトが必要です。そのためにも経営転換への支援と、消費者との対話と理解が不可欠です」とコメントしています。

日本の酪農家 が1万戸割れ

2024年12月2日

⚫ 酪農家の58.9％が、今年9月の経営状況について赤字と回答。酪農家の約半数（47.9％）が離農を検討。

⚫ 現在の酪農経営の環境について、酪農家の83.1％が「悪い」と感じており、「とても悪い」が5割を占める。経営悪化の要因は、

「円安」（91.8％）、「原油高」（68.4％）、「ウクライナ情勢」（67.9％）。

⚫ 酪農家の98.7％が「上昇している生産コスト」、 96.2％が「減少している収入」があると回答。上昇を感じる生産コストは、

「濃厚飼料費（配合飼料等）」（94.4％）、「農機具費」（86.7％）、「光熱水料・動力費」（81.1％）等。 減少を感

じる収入は「牛販売の収入」（95.2％）等。

日本の酪農家の6割が赤字。8割が経営環境の悪さを感じ、半数が離農を検討

報道関係者各位

（※）指定団体で受託している酪農家の戸数

⚫ 指定団体で受託している酪農家の戸数は1万戸を割り9,960戸に減少。しかし、日本の酪農家が約1万戸まで減少してい

る現状は、月1回以上牛乳等を購入している生活者の65.4％に認知されていない状況。

日本の酪農家が1万戸割れ。酪農家減少の現状は、牛乳等の購入者の65％に認知されず

⚫ 牛乳等を月1回以上購入している生活者の98.0％が「国産の新鮮な牛乳が飲める環境を維持したい」、97.3％が「日本の

酪農家を応援したい」、91.1％が「日本の酪農の生産基盤を維持するために、消費者として支援する行動をしたい」と回答。

牛乳等購入者の9割以上が、新鮮な国産牛乳が飲める環境維持を求め、酪農家を応援・支援したいと回答

■実施時期：2024年11月25日（月）～11月26日（火） ■調査手法：アンケート調査（調査会社の登録モニターを対象にインターネットで実施）

 ■調査対象：月1回以上牛乳等を購入している一般生活者2,884人（18～79歳）

※2020年の国勢調査の男女・10代（18・19歳）～70代の人口構成比に応じてウェイトバックを実施

※構成比（％）は小数第2位以下を四捨五入しているため、合計が100％にならない場合があります。

酪農家の6割が赤字で、8割が経営環境の悪さを実感

生産コストの上昇と収入の減少の下、半数の酪農家が離農を検討

日本の酪農家の経営状
況に関する調査 概要

生活者（月1回以
上の牛乳等の購入
者）の調査 概要

北海道大学大学院 農学研究院の小林国之准教授 「高コスト時代に適応した持続的な酪農経営にむけ

経営構造のシフトが必要。そのためにも経営転換への支援と消費者との対話と理解が不可欠です」

（※）



日本国内の酪農家の戸数 の推移

一般社団法人中央酪農会議（所在地：東京都千代田区）は、指定団体で受託している酪農家の戸数を集計した結果、

2024年10月に初めて10,000戸を割り、9,960戸にまで減少しています［図1］。

◼ 2024（令和6）年10月、日本国内の酪農家は1万戸割れ

［図1］指定団体の受託農家戸数の月別推移（全国）
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下記は指定団体の受託農家戸数の前年同月比増減率です。2022（令和4）年以降に、酪農家戸数の減少が加速して

いることがわかります［図2］。

［図2］受託農家戸数の増減率

13,384 

9,960 

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000

14,000

2
0
1
9

年4

月

6

月

8

月

1
0

月

1
2

月

2

月

2
0
2
0

年4

月

6

月

8

月

1
0

月

1
2

月

2

月
2
0
2
1

年4

月

6
月

8

月

1
0

月

1
2

月

2

月

2
0
2
2

年4

月

6

月

8

月

1
0

月

1
2

月

2

月

2
0
2
3

年4

月

6

月

8

月

1
0

月

1
2

月

2

月

2
0
2
4

年4

月

6

月

8

月

1
0

月

（戸）

-9.0

-8.0

-7.0

-6.0

-5.0

-4.0

-3.0

-2.0

-1.0

0.0

2
0
2
0
年

4
月

6
月

8
月

1
0
月

1
2
月

2
月

2
0
2
1
年

4
月

6
月

8
月

1
0
月

1
2
月

2
月

2
0
2
2
年

4
月

6
月

8
月

1
0
月

1
2
月

2
月

2
0
2
3
年

4
月

6
月

8
月

1
0
月

1
2
月

2
月

2
0
2
4
年

4
月

6
月

8
月

1
0
月

（％）

22年4月
-4.6

23年4月
-7.3

24年10月
-5.7

（※）指定団体で受託している酪農家の戸数
（※）



現在、酪農業を営んでいる全国の酪農家236人を対象に、経営状況に関する緊急調査を行いました。現在の酪農経営の

環境を聞くと、半数が「とても悪い」（50.0％）、33.1％が「まあ悪い」と答え、酪農家の83.1％が経営環境が「悪い」と感じ

ています［図3］。経営環境が悪いと感じる196人に、悪い影響を与えている要因を聞くと、「円安」（91.8％）が最も多く、

次いで「原油高」（68.4％）、「ウクライナ情勢」（67.9％）が挙がりました［図4］。

3

日本の酪農家の経営状況に関する調査

［図3］現在の酪農経営の環境（単数回答）

◼ 日本の酪農家の8割が経営環境の悪さを回答。要因は「円安」「原油高」「ウクライナ情勢」
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Q.あなたは、現在の酪農経営の環境は良いと思いますか？

それとも悪いと思いますか？

経営環境が悪い

83.1％
酪農家（n=236）

［図4］経営環境に悪影響を与えている要因（複数回答）

Q.あなたは、どのような要因が最近の酪農の経営環境に悪い影響を与えていると思

いますか？

［図5］生産コストと収入の変化（単数回答）

Q.あなたが酪農経営を行う上で、上昇を感じている生産コスト

はありますか？それともありませんか？

Q.あなたが酪農経営を行う上で、減少を感じている収入はあり

ますか？それともありませんか？
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経営環境の悪さを感じる酪農家（n=196）
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酪農家の98.7％が「上昇している生産コスト」、 96.2％が「減少している収入」があると回答［図5］。上昇を感じる生産コス

トでは、「濃厚飼料費（配合飼料等）」（94.4％）、「農機具費」（86.7％）、「光熱水料・動力費」（81.1％）等、減

少を感じる収入は「牛販売の収入」（95.2％）等が挙がっています［図6］ 。2024年9月の経営状況を聞くと58.9％が「赤

字」でした［図7］。このような厳しい環境の下、酪農家の約半数が離農を考えることがある（47.9％）と答えています［図8］。

◼ コスト高・収入減の厳しい経営環境。酪農家の6割が「赤字」、半数が「離農」を検討

［図8］離農の検討（単数回答）

Q.あなたは酪農経営を続ける中で、離農を考えることはありますか？そ

れともありませんか？
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よくある まあある あまりない まったくない わからない

離農を検討

47.9％
酪農家（n=236）

上昇を感じる生産コスト

濃厚飼料費（配合飼料等） 94.4

農機具費 86.7

光熱水料・動力費 81.1

粗飼料費（乾草・ヘイキューブ等） 63.9

上昇を感じる生産コストがある酪農家（n=233）（％）

減少を感じる収入

牛販売の収入 95.2

生乳販売の収入 30.4

乳製品販売の収入 5.3

その他の収入 5.3

減少を感じる収入がある酪農家（n=227）（％）

［図7］牧場の経営状況（単数回答）

Q.あなたが経営する牧場の、今年９月の経営状況は赤字

ですか？それとも黒字ですか？
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［図6］上昇を感じる生産コストと減少を感じる収入（複数回答）

Q.あなたが酪農経営を行う上で、上昇を感じている生産コストは何ですか？

Q.あなたが酪農経営を行う上で、減少を感じている収入は何ですか？

（％） （％）

（％） （％）

0.0



4

日本の酪農家の経営状況に関する調査

◼ 社会に訴える酪農家の声

酪農経営が悪化する中で、社会に伝えたいことを酪農家に聞きました。「酪農家が減少し続ければ、日本の食卓から乳製品と

牛肉が気軽に食べ（ら）れなくなります」「酪農経営は365日休まず生乳を生産してます。牛乳や乳製品などを少しでも多く消

費してもらいたいです」等の声が届いています。

⚫酪農家が減少し続ければ、日本の食卓から乳製品と牛肉が気軽に食べ（ら）れなくなります。そうしない様に酪農家は頑

張っているので牛乳をたくさん飲んで下さい。

⚫牛乳を生産する為にかかってきているコストが大幅に上がっている事、その為にコスト分を補う為には販売価格が上がって

しまう事に理解してもらいたい。

⚫いろいろ工夫していますが経営厳しいです。牛乳を飲んで欲しいし、活用してほしいです。

⚫赤字でも世の中のために生乳生産をしていることを理解してほしい。

⚫酪農経営は365日休まず生乳を生産してます。牛乳や乳製品などを少しでも多く消費してもらいたいです。

⚫大規模な農場も酪農に適して（いる）地域も家族経営もみんな厳しい状態だと思う。地域に必要な酪農経営に変えて

行くのにも、今、廃業したら二度とその地域には酪農は復活出来ない。酪農の火を消さないために早急に対策が必要だ。

⚫どの業界も苦しい時代ではありますが、安全な牛乳を生産していきますので、これからも安心して召し上がっていただきたいです。

⚫日本に住む人々の食糧を守るため、全力で取り組みます。

※酪農家から届いた声の一部抜粋。（）内はニュースリリース転載時に追記



［図9］国産の新鮮な牛乳が飲める環境の維持意向（単数回答）

5

生活者（月1回以上の牛乳等の購入者）の調査

月1回以上牛乳等を購入している生活者2,884人を対象に、日本の酪農について聞きました。

国産の新鮮な牛乳が飲める環境を維持したいと思うか聞くと、98.0％（「とても思う」65.5％＋「まあ思う」32.5％）が維持

したいと答えています［図9］。

一方、日本の酪農家が約１万戸まで減少していることについて知っているか聞くと、42.5％が「あまり知らない」、22.9％が

「まったく知らない」と答え、月1回以上の牛乳等の購入者の65.4％、3人中2人は「知らない」のが実態です［図10］。

◼ 月1回以上牛乳等を購入している人の9割以上が「国産の新鮮な牛乳が飲める環境を維持したい」

一方、3分の2は、日本の酪農家が約1万戸まで減少している状況を「知らない」

［図11］日本の酪農家への応援意向（単数回答）

Q.あなたは、日本の酪農家を応援したいと思いますか？それと

も思いませんか？

Q.あなたは、国産の新鮮な牛乳が飲める環境を維持したいと思いますか？

それとも思いませんか？

国産の新鮮な牛乳が飲める環境を維持してくためには、その土台となる日本の酪農の生産基盤の維持が不可欠です。日本

の酪農家を応援したいと思うか聞くと、57.9％が「とても思う」、39.5％が「まあ思う」と答えており、97.3％が日本の酪農家を応

援したいと答えています［図11］。また、日本の酪農の生産基盤を維持するために、消費者として支援する行動をしたいか聞く

と、91.1％（「とても思う」30.9％＋「まあ思う」60.2％）が支援したいと答えています［図12］。

新鮮でおいしい牛乳が毎日飲めること、そして日本の食卓の安全・安心のためにも、日本の酪農の生産基盤を維持し、継承

していくことが不可欠です。そのためにも消費者の皆様の協力が必要な状況です。

◼ 9割以上は「日本の酪農家を応援したい」、「支援する行動をしたい」
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［図10］日本の酪農家の約1万戸への減少の認知（単数回答）

Q.あなたは、日本の酪農家が約1万戸まで減少していることについて知って

いますか？それとも知りませんか？

10.6
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よく知っている まあ知っている あまり知らない まったく知らない

知らない

65.4％
月1回以上の牛乳等の購入者

（n=2884）

［図12］生産基盤維持のため支援する行動の意向（単数回答）

Q.あなたは、日本の酪農の生産基盤を維持するために、消費者とし

て支援する行動をしたいと思いますか？それとも思いませんか？
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7.5

1.4

とても思う まあ思う あまり思わない まったく思わない

支援したい

91.1％
月1回以上の牛乳等の購入者

（n=2884）

（％）
（％）

（％）（％）



参考情報・専門家の視点

4

世界の牛乳・乳製品の将来の需要予測については、100か国以上の酪農乳業関係の団体・企業や大学教授・研究

者などでつくる専門家のネットワーク「国際酪農比較ネットワーク（IFCN）」（本部・ドイツ）が詳細な分析を定期的に

出しています。

IFCNによると、日本を含めた東アジア・東南アジアの1人当たり消費量（生乳換算）は、現在は38キロですが、経済

成長や食生活の欧米化などから2030年には7キロ増えると予測しています。世界平均の125キロから見れば、まだ少ない

水準ですが、仮に世界平均レベルまで増えるとすると、必要になる生乳の量は1億9300万トンとなります。これは米国の

現在の年間生産量の約2倍、日本の年間生産量の約26倍に相当します。これらの分析は、今年6、7月に北海道で開

かれたIFCNの年次研究会合で示されました。IFCNは今年10月には、2024年の概観として「世界の生乳不足に対する

持続可能な解決策を探る」と題し、「2023年、（インドとパキスタンを除く）世界の生乳供給量の伸びは前年に比べて

1.3％増加した。しかし、この伸びは5年平均を400万トン下回っており、世界的な生乳不足が進行していることに大きな

懸念が生じている」と分析しました。

出典：一般社団法人Ｊミルク「国際酪農乳業ファクトシート」No.1 https://www.j-milk.jp/news/factsheet.html

参考情報（世界的な乳製品の需給ひっ迫）

小林 国之（こばやし くにゆき）北海道大学大学院 農学研究院准教授（地域連携経済学研究室）

1975年北海道生まれ。北海道大学大学院農学研究科を修了の後、助教を経て、2016年から現職。

主な研究内容は、農村・農業振興に関するネットワーク組織や協同組合などの非営利組織、リジェネラティブ農業におけるソーシャル

ラーニング、新規参入者や農業後継者が地域社会に与える影響など。主著に『農協と加工資本 ジャガイモをめぐる攻防』（日本経

済評論社、2005）、『北海道から農協改革を問う』（編著／筑波書房、2017）、『北海道農業の到達点と担い手の展望』

（編著／農林統計出版、2020）、『牛乳から世界がかわる 酪農家になりたい君へ』（農文協、2024）などがある。家の光協会

『地上』にて「これからの協同のあり方研究室」を連載中。

専門家の声 持続的な酪農経営にむけ経営構造のシフトが必要

そのためには、経営転換への支援と、消費者との対話と理解が不可欠です
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2010年過ぎまで、全国的に酪農経営の状態は良いものではありませんでした。酪農家戸数の減少が大きく進んでいた

中で、酪農経営は省力化技術を導入した規模拡大、購入飼料による一頭あたり乳量の増加という方法でビジネススケール

の拡大を図り、収益の確保を進めました。堅調な個体販売も相まって、適切な収益の確保できる経営になりかけたその

矢先に、飼料価格だけではなく、様々な資材価格が高騰するといういまの酪農危機がやってきました。

酪農危機は複数の要因によってもたらされていますが、穀物や資材価格の高止まりなどの要因は、ニューノーマルになると

想定されます。つまり、高コスト時代の酪農経営のあり方への転換が、今求められているといえるでしょう。

こうした転換はすぐにはできません。農業の中でも特に酪農は転換に時間が必要です。仔牛を育ててから生産が始まる

までのタイムラグ、さらに施設・機械への投資が多額となり、回収期間も長いという特徴が有ります。短期間で構造を変え

ることが難しいのが酪農経営ですので、中期的なビジョンをもって取り組みを進めていく必要があります。

個別の酪農経営として、現状の中でも対応できることはあります。他の経営でうまくいっているところから学び、それを経営

に取り入れ改善するなどもその一例です。しかし、そうした個人では対応できない課題もあります。現状で厳しい状況におか

れている酪農家が、さらにこうした課題に取り組んでいこうという意欲を持つためにも、酪農家はもちろん、関係団体、さらには

消費者の人達とともに、これからの日本酪農の存在理由とそのあり方について対話、コミュニケーションをおこない、理解

の醸成を進めていくことが不可欠です。
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